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「
オ
ー
ル
日
本
」
で
臨
む
テ
ィ
ラ
ワ

　

 

「
少
し
煽
り
過
ぎ
た
…
…
」
―
―
。

大
手
経
済
紙
の
記
者
は
、
過
去
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
報
道
に
つ
い
て
振
り
返
る
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
２
０
１
１
年
の
民
政
移
管
後
、

日
系
メ
デ
ィ
ア
は
こ
ぞ
っ
て
〝
ア
ジ
ア
最

後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〞
と
銘
打
ち
、
「安
価

な
労
働
力
を
理
由
と
し
た
タ
イ
＋
１
の

最
有
力
国
」
「
市
場
開
放
に
よ
る
手
つ
か

ず
の
５
０
０
０
万
人
市
場
」
「
急
ピ
ッ
チ
で

進
む
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
が
三
拍
子
揃
う
と
、

期
待
値
を
高
め
て
来
た
。

　

だ
が
、
２
０
１
２
年
か
ら
こ
の
国
に
駐

在
す
る
日
系
大
手
商
社
幹
部
が

「
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
モ

ノ
も
仕
事
も
何
も
な
い
の
が
こ
の
国
で

す
」
と
例
え
る
と
お
り
、
進
出
日
系
企

業
の
多
く
は

「
現
実
は
甘
く
な
い
。
今
の

実
情
を
ぜ
ひ
見
て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
口

を
揃
え
る
。 

　

と
こ
ろ
が
、
ご
存
知
の
と
お
り
、
ビ
ー
ル
・

飲
料
大
手
の
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
首
位
の
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（Ｍ
Ｅ
Ｈ
Ｌ
）

の
ビ
ー
ル
製
造
・販
売
部
門
、マ
ン
ダ
レ
ー
・

ブ
ル
ワ
リ
ー
に
51
％
出
資
し
、
事
実
上
、

同
国
内
の
ビ
ー
ル
は
ほ
ぼ
総
て
キ
リ
ン
が

占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
飲
料
系
で
は
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ
）
が
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
乳
性
飲
料

「
カ
ル
ピ
ス
ラ
ク
ト
」

の
販
売
を
開
始
す
る
他
、
ヤ
ク
ル
ト
は

乳
酸
菌
飲
料
の
工
場
を
建
設
中
だ
。
他

に
も
、
農
業
機
械
な
ど
の
製
造
、
販
売

大
手
の
ヤ
ン
マ
ー
も
本
格
的
に
同
国
進
出

を
決
意
。
同
社
は
同
国
最
大
都
市
ヤ
ン

ゴ
ン
近
郊
の
テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
区
に
、
三

井
物
産
と
共
同
出
資
で
農
機
の
輸
入
・

卸
売
り
拠
点
を
開
設
す
る
な
ど
、
日
系

企
業
の
進
出
・
販
路
拡
大
ラ
ッ
シ
ュ
が
続

い
て
い
る
の
も
事
実
だ
。

　

一
方
、
開
国
・
新
政
権
始
動
、
米
国

の
経
済
制
裁
解
除
、
日
本
政
府
に
よ
る

８
０
０
０
億
円
の
投
資
の
他
、
今
年
４
月

に
は
、
新
会
社
法
や
新
投
資
法
な
ど
外

国
企
業
の
進
出
を
促
す
政
策
が
発
表
さ

れ
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
が
期

待
さ
れ
る
同
国
。
だ
が
、
同
地
に
詳
し

い
タ
イ
在
住
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

「
長
年

続
い
た
軍
事
政
権
の
影
響
で
、
企
業
の
情

報
は
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
ず
、
現
地
進

出
を
考
え
る
多
く
の
企
業
が
、
情
報
の

乏
し
さ
が
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

ま
た
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
国

家
顧
問
主
導
の
新
政
権
は
、
農
業
の
近

代
化
を
重
視
。
コ
メ
輸
出
大
国
の
復
権

に
向
け
、
国
を
挙
げ
て
農
業
生
産
率
を

高
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
現
政
権
に
は
経

　
　 　

住
友
商
事
、
丸
紅
、
三
菱
商
事
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
後
押
し

経済レポート

胎
動
し
始
め
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
特
区

「
週
刊
ワ
イ
ズ
」
編
集
長
（
バ
ン
コ
ク
在
住
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
川 

宏

ヤンゴンのシンボル「シュエダゴン・パゴダ」

「何
も
な
い
」
と
は
言
わ
せ
な
い
！

ヤンゴン郊外にはまだ茅葺屋根の貧しい住宅が並ぶ

現地取材
＆インタビュー

P26-29経済レポ北川氏_9.indd   26 2017/08/04   11:12:55



強
気
で
自
己
演
出
の
天
才
不
動
産
王

27　●月刊公論  2017． 9

p. 27

済
通
が
少
な
く
、
経
済
成
長
に
対
す
る

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
指

摘
す
る
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ヤ
ン
ゴ
ン
の
山
岡
寛
和
所
長

も

「
食
生
活
に
は
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
が

な
い
の
で
、
生
ク
リ
ー
ム
す
ら
あ
り
ま
せ

ん
し
、
メ
ッ
キ
を
施
す
企
業
も
存
在
し
ま

せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
消
費
財
や
資
材
は
全

量
輸
入
で
す
」
と
話
す
。

　

日
系
ゼ
ネ
コ
ン
幹
部
は
、
「同
国
に
は
多

く
の
日
系
ゼ
ネ
コ
ン
が
進
出
済
で
す
。
そ

の
中
で
、
仕
事
を
受
注
で
き
た
企
業
は

半
数
ほ
ど
で
す
」
と
明
か
す
。
中
に
は
、

建
築
の
依
頼
を
受
け
た
際
に
、
土
地
の

権
利
を
持
っ
た
地
主
が
複
数
人
現
れ
揉

め
た
、
と
い
っ
た
、
想
像
を
絶
す
る
こ
と

も
起
き
た
と
言
う
。
「
法
整
備
も
混
沌

と
し
て
、
役
所
に
手
続
き
に
行
く
と
、

昨
日
と
は
違
う
担
当
官
が

『
今
日
か
ら

こ
れ
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
』 

と
、
平
気
で

運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
変
わ
る
ん
で
す
」
（
前

述
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）。
一
筋
縄
で
は
行

か
な
い
の
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
よ
う
だ
。

　

と
は
言
え
、
２
０
１
１
年
の
民
政
移
管

後
に
普
及
し
た
携
帯
電
話
は
、
２
０
１
７

年
に
は
１
０
０
％
に
達
す
る
見
込
み
だ
し
、

最
大
の
都
市
・
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
に
は
、
Ｄ

Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
店
が
入
居
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
が
並
ぶ
。
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も

約
20
店
舗
に
増
え
、〝
何
も
な
い
〞
か
ら

の
脱
却
が
進
む
。

　

そ
の
原
動
力
の
１
つ
が
、
前
述
の
ヤ
ン
マ

ー
が
進
出
し
た
テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
区
に
起

因
す
る
。
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
整
備
が
進
む

同
国
中
核
港
湾
の
テ
ィ
ラ
ワ
港
に
隣
接

す
る
同
国
初
の
経
済
特
区

（
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
で
、

総
面
積
２
４
０
０
ha

（
東
京
ド
ー
ム
約
５

０
０
個
分
）
の
広
さ
で
、
日
本
が
官
民
を

挙
げ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
協
力
す

る
、
同
国
の
近
代
化
へ
向
け
た
象
徴
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

つ
ま
り
、
テ
ィ
ラ
ワ
は
民
政
移
管
か
ら

急
ピ
ッ
チ
で
進
む
産
業
創
出
の
原
動
力
。

軍
政
＝
鎖
国
に
よ
っ
て
、
産
業
が
皆
無
だ

っ
た
同
国
で
は
、
テ
ィ
ラ
ワ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
が
開

業
し
た
こ
と
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
存
在
し

な
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
っ
て
い
る
証
で

も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
コ
イ
ル

（
薄
板
）
セ
ン
タ
ー

の
参
入
は
、
裾
野
産
業
の
第
一
歩
だ
し
、

ヤ
ン
マ
ー
や
ク
ボ
タ
の
進
出
も
そ
う
だ
が
、

建
設
資
材
や
肥
料
関
連
企
業
の
参
入
で
、

輸
入
代
替
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
タ
イ

の
日
系
企
業
が
期
待
す
る
労
働
集
約
産

業
も
、
従
来
の
縫
製
偏
重
か
ら
工
業
製

品
の
部
品
へ
と
領
域
が
拡
大
し
て
い
る
と

言
う
。
な
か
っ
た
〝
モ
ノ
〞
と
〝
ビ
ジ
ネ

ス

（仕
事
）〞
が
日
々
、
誕
生
し
て
い
る
国
。

そ
れ
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
だ
。

開
業
式
典
に
は
麻
生
副
総
理
も

　

２
０
１
１
年
の
民
政
移
管
以
降
、
「
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
」
が
一
気
に
流
れ
込
み
発

展
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
大
都
市
で
あ
れ
ば
、

街
並
み
や
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

が
映
し
鏡
と
な
る
が
、
国
家
の
成
長
を

Economy  report

近代的なビルが建ち並ぶヤンゴン中心部
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測
る
な
ら
産
業
構
造
の
変
化
、
つ
ま
り

は
工
業
化
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
、
主
た

る
産
業
は
な
く
、
伝
統
的
農
業

（
一
次

産
業
）
に
支
え
ら
れ
て
来
た
同
国
に
、

工
業
国

（
二
次
産
業
）
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
さ
せ
た
の
が
、
今
回
、
訪
れ
た
テ
ィ

ラ
ワ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
だ
。

　

２
０
１
５
年
９
月
、
日
本
と
同
国
の
官

民
が
共
同
開
発
を
進
め
て
来
た
テ
ィ
ラ
ワ

Ｓ
Ｅ
Ｚ
＝
工
業
団
地
が
開
業
。
発
電
所

な
ど
の
周
辺
イ
ン
フ
ラ
を
完
備
し
た
ミ
ャ

ン
マ
ー
初
の
大
規
模
工
業
団
地
と
し
て
、

開
業
式
典
に
は
、
麻
生
太
郎
副
総
理
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ニ
ャ
ン
・
ト
ゥ
ン
副
大
統
領

ら
が
出
席
し
た
。
同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
は
、
最
大
都

市
ヤ
ン
ゴ
ン
の
南
東
約
20
㎞
に
立
地
。
住

友
商
事
、
丸
紅
、
三
菱
商
事
の
３
商
社
、

国
際
協
力
機
構

（Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、同
国
政
府
、

同
国
主
要
企
業
な
ど
が
共
同
出
資
す
る

開
発
会
社

「ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
テ

ィ
ラ
ワ
・デ
ベ
ロ
ッ 

プ
メ
ン
ト

（Ｍ
Ｊ
Ｔ
Ｄ
）

が
造
成
を
進
め
る
。
ま
さ
に
、
両
国
の

官
民
が
力
を
合
わ
せ
る
同
国
工
業
化
へ
の

一
粒
種
で
あ
り
、
原
動
力
そ
の
も
の
だ

ろ
う
。

電
力
、
道
路
・
港
湾
は
円
借
款
で

　

取
材
し
た
２
０
１
７
年
７
月
上
旬
は
、

同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
が
本
格
的
に
動
き
出
し
て
来
た

直
後
で
、
日
本
通
運
を
皮
切
り
に
、
鴻

池
運
輸
、
郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
い
っ
た

大
手
物
流
企
業
の
他
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
な
ど
が

次
々
と
開
業
。
初
期
開
発
地
区

（
ゾ
ー

ン
Ａ
／
４
０
５
ha
）
は
完
売
。
す
で
に
32

社
の
工
場
が
稼
働
し
て
い
た
。

　

Ｍ
Ｊ
Ｔ
Ｄ
の
梁
井
崇
史
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
&

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

「
当
然
、
計
画
通
り
に
行
か
な

い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
見
て
頂
い
た
と

お
り
、
何
も
な
い
と
こ
か
ら
の
発
展
と
言

う
こ
と
で
す
」
と
、
淡
々
と
現
状
を
語
る
。

だ
が
、
実
際
開
発
前
を
知
る
者
は

「
数

年
で
こ
こ
ま
で
開
発
さ
れ
る
と
予
想
し
た

人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
２
０
１
１
年
に
は

携
帯
電
話
す
ら
な
か
っ
た
国
な
ん
で
す
か

ら
」
と
、
開
発
ス
ピ
ー
ド
に
驚
嘆
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
、
同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
は
両
国
の
官

民
を
挙
げ
て
の
開
発
だ
け
に
、
失
敗
す

れ
ば
日
本
政
府
の
面
目
も
丸
潰
れ
。
そ

れ
だ
け
の
予
算
と
陣
容
を
用
意
し
て
い
る
。

　

記
憶
に
新
し
い
の
は
、
昨
年
末
、
安
倍

晋
三
首
相
が
ス
ー
・ 

チ
ー
国
家
顧
問
兼

外
相
に
約
束
し
た
８
０
０
０
億
円
の
経
済

支
援
。
こ
れ
も
い
ず
れ
は
同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
関
連

に
充
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
好
調
を
現
す

か
の
よ
う
に
、
す
で
に
ゾ
ー
ン
Ｂ

（
約
１

０
１
ha
）
に
も
着
手
す
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
Ｍ
Ｊ
Ｔ
Ｄ
に
は
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
参
画
し
て
い
る
こ
と
を
お
忘
れ

な
く
。
懸
念
材
料
だ
っ
た
、
電
力
不
足

は
日
本
の
円
借
款
で
、
２
基
の
計
50 

Mw
の

発
電
所
が
完
成
。
今
後
も
上
下
水
道
、

通
信
網
、
ガ
ス
・パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
道
路
・

港
湾
整
備
と
言
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
追

い
風
が
吹
き
続
け
る
と
言
う
。
「
道
路
・

港
湾
未
整
備
な
の
は
今
。
し
か
し
、
い
ず

れ
解
決
す
る
ん
で
す
。
ロ
ー
マ
は
一
日
に

し
て
成
ら
ず
、
で
す
か
ら
」
（同
）。

　

つ
ま
り
、
進
出
検
討
段
階
に
お
い
て
の

現
状
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
は
当
て
に
は
な
ら

ず
、
Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
や
将
来
性

を
見
据
え
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
わ
け
だ
。

日本が主導するティラワＳＥＺの正面ゲート
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販
売
開
始
か
ら
３
年
で
す
が
。

　

梁
井　

開
発
総
面
積
２
４
０
０
ha
の
内
、

ゾ
ー
ン
Ａ

（
４
０
５
ha
）
の
95
％
は
完
売

済
み
で
す
。
約
80
社

（
稼
動
約
30
社
）

が
入
居
し
、
半
数
が
日
系
企
業
で
す
ね
。

す
で
に
道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
側
の
ゾ
ー

ン
Ｂ

（
１
０
１
ha
）
の
造
成
が
開
始
さ
れ
、

数
社
が
契
約
済
み
で
す
。

　

成
功
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
ベ

ト
ナ
ム
の
タ
ン
ロ
ン
工
業
団
地
よ
り
も
、

３
倍
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
動
い
て
い
る
感

じ
で
す
。

　

当
然
、
イ
ン
フ
ラ
、
法
整
備

（
制
度
）、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
成
長
・
整
備
途
上
で
す

が
、
ま
ず
は
企
業
進
出
が
先
行
し
て
い
る

と
言
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、
こ
の
国
は
２
０
１
１

年
に
市
場
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
携
帯
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
、
外
貨
送
金
、
両
替
所
、

建
設
資
材
な
ど
、
何
も
な
い
国
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
６
年
が
経
っ
た
だ
け
で
す
。

　

目
の
前
に
は
不
便
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

進
出
企
業
は
10
年
以
上
先
を
見
据
え
て

い
る
の
で
す
。
稼
動
開
始
し
た
企
業
の
半

数
弱
は
、
す
で
に
拡
張
を
決
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
現
実
で
す
。

　

—
—　

タ
イ
＋
１
の
動
き
で
し
ょ
う

か
。

　

梁
井　

「
チ
ャ
イ
ナ
＋
１
」
の
方
が
多

い
で
す
ね
。
自
動
車
や
家
電
と
い
っ
た
巨

大
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）

内
で
は
な
い
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
未

開
拓
市
場
で
ゼ
ロ
か
ら
開
始
で
き
る
企
業

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
物
流
会
社

も
含
め
て
、
４
分
の
３
は
国
内
市
場
向
け

で
、
残
り
が
輸
出
志
向
型
と
い
っ
た
比
率

で
す
よ
。
何
も
な
い
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
ゆ

る
ニ
ー
ズ

（
将
来
性
）
が
高
く
、
国
内

市
場
型
の
方
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
高

い
は
ず
で
す
か
ら
。

　

地
政
学
的
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

（
タ
イ
と
ベ

ト
ナ
ム
の
間
）
や
、
ラ
オ
ス

（内
陸
国
）

に
巨
大
港
湾
は
で
き
な
い
し
ょ
う
が
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
は
で
き
ま
す
。
イ
ン
ド
洋
と
太

平
洋
を
結
ぶ
拠
点
に
も
な
り
、
将
来
的

に
は
輸
出
型
企
業
に
と
っ
て
も
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。

　

人
口
５
０
０
０
万
人
と
い
う
消
費
市
場

も
加
え
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

—
—　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
発
展
と
共
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

梁
井　

こ
の
国
の
電
化
率
は
40
％
以
下

で
す
。
上
下
水
道
は
も
っ
と
低
い
で
し
ょ
う
。

国
が
発
展
す
る
に
は
産
業
を
育
成
し
ま

す
が
、
産
業
が
な
い
国
は
外
国
投
資
を

受
け
入
れ
、
自
国
産
業
を
育
て
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
、
タ
イ
も
そ
う
し

た
は
ず
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
そ
れ
と

同
じ
道
を
進
み
始
め
た
国
で
あ
り
、
そ

の
成
長
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
だ
け
で
す
。
い

ず
れ
に
せ
よ
外
資
を
知
ら
な
い
国
で
す
。

我
々

（
外
資
）
は
こ
の
国
か
ら
愛
さ
れ

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
何
か
問
題
が

起
こ
れ
ば
、
当
然
、
「
外
国
人
が
悪
い
」

と
な
り
ま
す
。
こ
の
国
の
た
め
に
尽
く
し

て
い
る
姿
を
見
せ
続
け
な
け
れ
ば
い
ま
せ

ん
。

　

と
は
言
え
、
我
々
の
本
質
は
工
業
団
地

を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
り
、
道
路
や
橋
、

上
下
水
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
は
国
が
造

ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
国
民
に
対
し
、
「
経

済
発
展
す
る
た
め
に
外
資
を
呼
び
、
仕

事
を
作
っ
た
か
ら
働
い
て
お
金
を
稼
ぎ
、

生
活
を
豊
か
に
し
な
さ
い
」
と
、
未
来

を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

特別インタビュー
目指したのは、

「ミャンマーから愛される工業団地」

ティラワ運営会社

ＭＪＴＰ代表取締役社長 梁井崇史 氏
です

を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

や
な
い
・
た
か
し

大
阪
府
出
身
。
東
京
大
学
卒
業
。

住
友
商
事
入
社
後
、
海
外
工
業

団
地
部
の
一
員
と
し
て
、
ベ
ト

ナ
ム
・
タ
ン
ロ
ン
の
他
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
経
て
、
テ
ィ
ラ
ワ
Ｓ

Ｅ
Ｚ
は
計
画
段
階
か
ら
携
わ
り
、

２
０
１
４
年
１
月
初
代
社
長
に

就
任
。

聞き手： 北川宏
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